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１LSCとし、新体制となった各団体においても
活動を活発化しつつある。また、連合石川、北陸
労金石川県本部、全労済石川県本部、労福協で
構成する４団体懇談会の活動を推し進めるべく、
労働者自主福祉運動の推進をより実効性のある
ものとする取り組みとして、現在、学習会に着
手し、各団体が連携を深めている。」と挨拶した。
　次年度の自治体への政策制度の要請に向け
て、中央労福協が示す要請概要を踏まえ、当労
福協の要請事項を検討していくことを提起し
た。さらに、中央労福協の要請概要にない事項
でも、当労福協の要請内容に含みつつ、内容の
吟味を進めていくことを確認した。
　本年度に予定する中国蘇州市総工会への訪問
については、予定していた日程での受け入れが
困難になったとの蘇州市総工会からの連絡を受
け、訪問日程を前倒しし、８月 23 日（水）から
28 日（月）までの期間に変更することを確認し
たほか、各種会議への参加を決定した。
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各委員会の構成

　労福協は、７月５日（水）フレンドパーク石川
において役員 13 名の出席で第３回理事会を開
催した。
　６月の通常総会後の組織理事会以後、新たな
布陣にて今後の労福協を運営していくため、各
種委員会の構成や対外役員等への就任決定のた
め開催し、労働者福祉基金管理運営委員会など
の委員会委員が承認された。
　西田満明理事長は、「各団体、各地域ライフ・
サポートセンターの総会は、残すところ１団体・

ー 第3回理事会 ー
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労働者自主福祉運動推進会議

　連合石川は、北陸労金石川県本部、全労済石
川県本部、労福協と連携し、連合石川第１回労
働者自主福祉運動推進会議を６月 20 日（火）の
金沢地区会場を皮切りに県内４地区会場におい
て開催した。
　この会議は、労働者自らの福祉向上や生活安
定等のために設立した、労働者自主福祉事業で
ある労働金庫、全労済の事業を推進することで、
労働者個々人の可処分所得の増大と生活の安定
を図り、ひいては労働運動の活性化と労働組合
の発展に繋げていくことを目的とするもの。
　この会議を通じて、何故、労金や全労済が生
まれたのか、何故、労金や全労済が必要なのか
を復習することで、運動として取り組んできた
労金・全労済の重要性を再認識し、それぞれの
運動の推進に繋げようとしている。
　石川県内の皮切りとなった金沢地区での会議
は、募集期間から間もない６月 20 日（火）フレ
ンドパーク石川において約 70 名の参加者で開
かれ、講師の山本幸司中央労福協福祉運動推進
アドバイザー（元中央労福協副会長）が、「労働

者自主福祉事業が必要となった背景、立ち上げ
当時の労働運動闘士等の苦悩、これまでの貢献
とこれからにおいても重要な労働者自主福祉事
業である理由を現在・将来における人口動態や
経済動態など様々な角度から解説し、今後も労
働者福祉事業の取り組みが重要であり、継続推
進することが、労働者福祉の向上のみならず、
超少子高齢社会を目前とする日本において求め
られる事業である」と講演し、労働金庫、全労
済の事業を推進することの必要性を説いた。
　講演後には、北陸労働金庫石川県本部の柚木
光本部長と全労済石川県本部の光林邦彦本部長
が、事業への理解と協力を求めた。
　この会議は、県内各地域でも開催され、金沢
地区と同日の夕刻に七尾市のサンライフプラザ
七尾において七尾・鹿島・羽咋地区、７月４日
（火）能登町の柳田山村開発センターにおいて能
登地区、７月 10 日（月）小松市のホテルサンルー
ト小松においてかが地区の、それぞれ各地域の
労働者への学習会となった。

金沢地区

七鹿羽咋地区 かが地区

能登地区
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北陸労働金庫第16回通常総会

　６月 23 日（金）石川県立音楽堂において、北
陸労働金庫第 16 回通常総会が代議員 235 名出
席のもと開催された。
　冒頭、馬場修一理事長より、「日頃より北陸
労働金庫の事業活動に対するご理解とご協力い
ただいていることに御礼申し上げます。2016
年度は、第５期中期計画の最終年度でもあった
ことから、前年度に引き続き、『ガバナンスを
重視した経営管理』と『価値づくり』活動による
金庫改革を事業戦略の基本として捉えるととも
に、堅固なる収益基盤の確立、未来に向けたイ
ンフラの整備、〈ろうきん〉らしい金融サービス
の提供、連帯と協働、信頼される人財育成・人
事制度の再構築、内部管理態勢の強化という課
題を掲げ、取り組みを進めてまいりました。堅
固なる収益基盤の確立への取り組みでは、１年
を通じて創立 15 周年を冠としたキャンペーン
を展開し利用拡大に繋げてきました。そして、
将来にわたり北陸労働金庫がその使命を果たし

ていくためにはどうあるべきかを議論いただく
ために『北陸労働金庫あり方検討委員会』を設置
し、安定した事業運営を継続的に行い、会員・
組合員とともに共存していくための議論を進め
てきました。今後も会員・推進機構と〈ろうきん〉
がこれまで以上に『協働』して会員・組合員の皆
様に喜んでいただけるような商品・サービスを
提供し続けて参ります。」と挨拶があった。
　理事長挨拶の後、来賓の普赤清幸石川県商工
労働部長、西田満明連合石川会長、連合富山・
連合福井会長、北陸三県の労福協代表が紹介さ
れ、普赤石川県商工労働部長と西田連合石川会
長が祝辞を述べた。
　続いて、報告事項として、「2016 年度業務報
告」、「2016 年度計算書類報告」、「監査報告」が
行われた。2016 年度事業概況では、預金は 181
億３百万円増加し、期末残高は 7,343 億３百万
円に、融資は８億 73 百万円減少し、期末残高
は 4,016 億 66 百万円となり、税引き後の当期
純利益が、６億 29 百万円との報告があった。
　続いて、議案審議にて、年４％を配当とする
「2016 年度剰余金処分案」、2017 年度からの「第
６期中期計画」、「2017 年度事業計画」、内計数
計画として預金残高増加額 90 億円、融資残高
増加額 20 億円ならびに融資新規実行額 560 億
円、当期純利益３億 50 百万円、そして「役員選
任」などの議案が提案され、すべての議案が承
認された。
　最後に、「安心してご利用いただける商品・サー
ビスを提供し、働く人の夢と共感を創造しよ
う！」等の総会スローガンが採択され閉会した。
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全国会館協議会第３回幹事会

連合石川総研理事会・第 19回定期総会

　全国会館協（全国労働者福祉会館協議会）は、
７月 13 日（木）から 14 日（金）の日程で 2016 年
度第３回幹事会を滋賀県守山市の Riseville 都
賀山で開催した。
　幹事会は各ブロック代表となる幹事ら役員全
員が参加して開かれ、事務局からの中央労福協
会議等の取り組み報告に続き、ほぼ出揃った会
員の 2016 年度決算を踏まえた業況報告が各ブ
ロック代表より行われ、情報の交換と意見交換
を行った。
　会員には、大震災以降の風評被害で依然とし
て客足が戻らないほか、主たる事業の競合激化
で利用客離れに歯止めが利かないなど、厳しい

　連合総研（連合石川総合生活開発研究セン
ター）は、７月 18 日（火）フレンドパーク石川に
おいて、2017 年度第１回理事会を開催し、引
き続き第 19 回定期総会をも開催した。
　理事会には役員 19 名が参加し、６月に開催
した臨時理事会の決議を受けて、今日までの取
り組みと本日 15 時に開催する定期総会におけ
る提出議案と役割分担について協議した。特に、
この間における会計について、年度毎に締めて
監事監査を受け違算なく適正に処理されている
ことが確認されたことや、組織運営面での諸会
議以外では毎年活動を実施してきたことが報告
された。
　定期総会は、34 名が参加して定刻に開始さ
れ、西田満明副理事長が「日本の近い将来にお
いて、大幅な人口減と少子高齢による人口構成
の変化が予想されている。このような時代にお

経営状況が続いている報告がされた。また、経
営の立て直しにおいて、主たる事業の根本的見
直し、会館建て替えなどを検討する会員がある
と、各ブロックから報告された。
　来る９月に開催する第 47 回定期総会後に予
定する役職員研修会について協議され、当初予
定した２会員会館からの事例報告については、
予定した会員会館の事情により報告が難しく
なったため、１会員会館が取り組んだ「事業立
て直しに向けた事例報告」を講演いただき、そ
の取り組みついての意見交換を行うことを軸と
して研修を行うことを決定した。さらに、総会
以降における事業予定を内定し、総会・研修会
への準備を進めた。

いても将来が見通せる世の中への道筋を見出し
ていく上でも、連合石川総研の仕組みは必要で
ある。」との開会挨拶のあと、打出喜代文理事を
議長に選出し議事を進行した。
　澤信俊理事長が、「ここ数年間、活動報告す
る機会を設けてこれなかったことに深謝する。
地方連合がシンクタンクを有し、その成果を活
動に活かしている。それも四半世紀に渡って活
動を続けていることは、誇らしいものであり、
今後も将来の労働組合に資する組織として、皆
さんのご意見なども伺いながら活動を継続して
いきたい。」と代表挨拶を行った後、議案が審議
された。
　事務局より提案された議案は提案どおり可決
したほか、役員改選が行われ、澤理事長を筆頭
にした布陣を確認し、今後の取り組みを約した。
　叶秋男副理事長が、「若者が未来を展望し、
切り拓いて行ける世の中とするため、連合石川
総研の活動を展開していきたい。」と結びの挨拶
をして、総会を終えた。
新たな主要役員
理　事　長　澤　　信俊
副 理 事 長　叶　　秋男、西田　満明、
　　　　　　高嶋　祐子
専 務 理 事　宮本　一二
事 務 局 長　湊口　洋伸
事務局次長　村上　　睦
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2017 能登島ロードレース
　７月２日（日）七尾市能登島で「ひょっこりの
とじま・2017 能登島ロードレース」が、地元を
はじめとした多くの市民ボランティアの協力に
より開催された。
　昨年はスタートするまで雨が降り、今年は前
日が大雨で大会開催が心配されたが、当日には
雨が上がるも、石川県特有の高温多湿の風の強
い中で、全国 31 都道府県から 1,756 名の選手
が参加し、ハーフマラソン、10 ㎞のコースに
分かれ、計８部門でそれぞれ日頃のトレーニン
グ成果を発揮した。

７月２日・七尾市能登島特設コース
　▷１部（10 ㎞男子 18 ～ 49 歳）
　　①山吹　昌寛（能美市）33 分６秒
　　②柴田　太志（南砺市）35 分 45 秒
　　③原田　　歩（金沢市）36 分８秒
　▷２部（10 ㎞女子 18 ～ 49 歳）
　　①坂口　　瑛（高岡市）40 分７秒
　　②細川　由利（白山市）42 分 47 秒
　　③小山奈津子（千葉県）45 分 33 秒
　▷３部（10 ㎞男子 50 歳以上）
　　①宮崎　忠勝（富山市）37 分４秒
　　②内田　武史（大阪府）38 分 16 秒
　　③水野　敏博（富山市）40 分３秒
　▷４部（10 ㎞女子 50 歳以上）
　　①福田恵美子（富山市）45 分 44 秒
　　②吉田　詩子（白山市）47 分 24 秒
　　③前沢　京子（富山市）47 分 43 秒
　▷５部（ハーフ男子 18 ～ 49 歳）
　　①高沢　圭輔（白山市）１時間 15 分１秒
　　②鈴木　聖夫（愛知県）１時間 15 分 11 秒
　　③音　信之介（金沢市）１時間 15 分 40 秒

≪ソフトボール七尾大会≫
７月 16日・七尾市二枚田グラウンド
　①前田一寸法師　②七尾海陸運送
　③七尾壮年、JA能登わかば

≪バスケットボール大会≫
７月 23日・野々市市民体育館
◇シニア
　①馬場ちゃんず　②ゴールド　③オータムボーイズ
◇女子１組
　①CHOCOキムチ
　②NECソリューションイノベーター

勤　体　協

第50回県勤労者夏季体育大会

　▷６部（ハーフ女子 18 ～ 49 歳）
　　①中島　麻理（金沢市）１時間 41 分 48 秒
　　②手塚阿津子（金沢市）１時間 42 分 30 秒
　　③中橋　光恵（白山市）１時間 45 分 39 秒
　▷７部（ハーフ男子 50 歳以上）
　　①多間　利一（珠洲市）１時間 27 分５秒
　　②木下　孝浩（富山市）１時間 27 分 39 秒
　　③倉地　　修（愛知県）１時間 27 分 53 秒
　▷８部（ハーフ女子 50 歳以上）
　　①古家　雅恵（滋賀県）１時間 34 分 34 秒
　　②小木曽小百合（岐阜県）１時間 44 分 50 秒
　　③船屋志保子（黒部市）１時間 50 分 29 秒

問い合せ先　石川県勤労者文化協会
☎ 076-231-1746


